
郷土幼児教育の粥拓者

吉広弥太郎先！kの人とその教育実践
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 はじめに

 教育は「lj｛1家百ぞ1るのノく計である」とよくlfわれるaそa. )教育のあ1. . . ノ∫が. 現:. k. 大きく問われ

ているt. . 、当然幼児教育についてもその例外ではなし㌔

 資料にj:ると、わが国最初の幼稚園は、明治9∫Fに創設された、官立の來京k一 1'llli範学校1. 」'属

劫稚園である、これ(よ、幼. . ｛'∬｛園の‘ll抜fl:K'フレーベルが幼稚園をIJIIjい'(カ. …L:)、36. 年後a)ことであっ

た、、

 こオし('こ！)しY(『㌧ . 文1. 音1～「？tt' IJ二1リ1言r:r l 5. . i卜、 . 1・j‘左踊玄ノリ. fllJ墓. 1‘こ 「1｝li易乗」」イ. ik 1豪1」 ζゴ‘誌と‘j. .  . ・劫気1くi響ζ(7). . r・引「｝カご

. 人学て. きるようにlllil！慮している、一t

 さて、「私立:袈野幼稚1朝」は、、ll広弥太鄭光ノヒ御夫妻をll. 14二・に. t地元の木本研羅1氏をはじめ、

心ある熊志家の皆さんの奉. 仕によ。)て実践された、ll箕禄酬無月直1;1. の幼稚園であった。

 以ド、. . 修ノはllr広家所ti1・tiの資料によって、占広弥太郎先4モとその「私立栗野幼稚園1教育の

1. 叢血曳像をおf云えしょうと旭1. う、. t

  光生の略歴につしド. (、資料は次のように語りている、

1.  吉広弥太郎先生略歴
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∫躯訓導として奉ll哉

Il. ll. 1県llili範‘＝7＝校講習f:1・卒業

粟野. 小学校訓1導とL. て奉職

川ルト学. 佼1こ赴tr:

1;ll∫川ノト学t;i e'. . 1赴任

ll「1司市清見小t;ご校に赴1. ［

蝶〔京に遊学

・モ嶋lli洲ll号. ・』1. ;i三. 催の. 1松学舎に人学

. 酪隣1［1:院に人所、支那語研究及び. ル」. ・. 1i. 」一J b！)1・」. 二につき、東洋哲学研究

支那哲学研うとのため. 北. 京に旧く

Jlt's;」よ ｝. 一一・ll寺ナ希｝鼻」〔、 1. . 1月291. . l lr'・i. 1亟』. 裂目ミF承、 1二liilli匹. liL1J. ↓リ、層ド27 tt/1(フ)釧. しクピII8一・

. 行を送る

島」Lll. 大笠師につき喫宗1既1;義をli川. 究

. iii. . ll∵京

・・
撃? 与帰匡1 '1・'11tj llilこあII♪て、佐. 々. 木安ノill'llS氏を撃と六」壁†1乏を‘11」設しその経

営の‘「:に. :11たる

Il独戦争後、 ilL島、済南にi］'き6ヵ月1｛i星1在、孔. :∫・に関する」遺跡探訪

奄ｭ村. :泰腎卜、li'/. しにつき. 印度哲学を研究、並び. に. 、近角常観師に｛. き. ll. 1仰

を求む

. 1こ皇陛下ご人リ1！・記念＋1 f・:燈として、門il lliに尊皇. 伊仏1Jlを(ilj、ン:

. 大連、. 旅川‘1に:ifき、粛親、｛家訪lllj、⊥家に. 千伝いのため滞留、1111［11方義、

川1∴3浪速氏(ノ). 」三1唱する、復ll†1運！助に参'川

il. 1匡1との善隣をはかるll的として;儲ばれた:1i.  ii. 木. 1. :↓r. 三」kの主宰する国民

議会より推され、総選挙に浮川弥:人こ「ll～とし. てIII［1！～U;ll胡1よ1. 衆Li;. 蔑1. 売議. ［. 1

に、ン呼野

. 秀村'得一. . . ・氏の糸. 虚絶する福岡りiしll. 1川1;iiiHllfll''. 1・二伊・原「・｛《1！養lll炭坑の坑. i三. fkJill

として赴. 任

愛媛県松l11市にb＝き、 ll∫しと:クラ『グ第. . . :維新連！！｛aを剤1. 織1＿ 1'llll平」亭、愛

σ)tJ［・UJ～:i. 量｝:f云を醤」じ1. i rj噌る

旧姓浮川を:rJ2こと改姓する

ill‘皇奉. f川. 1. 1樹焙1桧館をr量同市に創設

東. 京都渋谷1. ♪〈. 文1猷罷より、｝≒㍉1｝:｛信ずるよ↓. を愛児に」を発1∫

郷！旦粟野に帰る
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第・創農繁肌;. 砂己所を小河内、栄獣ll」に開設

仏教実践婦女会を潜lli成 その・. ・事業として、小河内栄吃1'寺に保育幼児院

を1馬立

幼稚園令により、lllll県知4ドの認可を得て、私立粟野幼虫園と改税1する

人格の完成と、人の践むべき道を求め、1二1他の共生を遂げんことに粘進

ずる1. lll勺をもって究道会を結成

見学及び友人訪1凋のため、渦州新京に行く

独立園舎を新築移転する

農村ノ1＝壮‘「の一一・般教養を高めるため. . 明之学舎開設

粟野村出身県会議員京雀Ill刈上龍馬氏、 l11口県長門剖1より立候補したる衆

議院議1. t候ljlj、西川1rl順奉及びllll-1市会議員候補、村1. rl公亮氏の応援演

説のため、各地を遊説

1. kll県より」占方教flつ力労者として表彰を轟く

私立柴野幼椎園舎創』姐Ol占1年記念i↑事を行う

・粟野村'社会教ff委員に委嘱される

lll111 1)lli1:会孝気育委↓. . i‘こ委1嘱される

遡即興主【「IL［こよ り少ピ亡  (｛;8命こ

 以上が吉広弥太f！ll先生の略歴であるが、「享徳先生類徳＄｝表」の中に轡いておられる木本li川. 慈

氏の次のズは、先生の御人格をよく物fi'tl )ている、

 ・「liL;こ先生は昭和冗1トに東京からこの郷上小i1］内にお帰りになったのでありますか、:ξ

  の当1専の粟野在住の有:志の方々から1一郷ヒの心田将に7∫iヒれなんとす、先生の御帰郷を待つ

  べ'切. 1とのお願いがあって、御帰郷の決意を固められたと承っております、:

   先:生は夙に、三つ児の根性'1'1'まで、と、幼. 児教育の大切な事をお考えになり、意を決せ

  られて、私立粟野幼稚園llll設を実行に移さオ「したのでありますt］

   Illl和lil年九lj・llに、この. 元. 除し￥芋本堂におきまして保育幼兜園をlliL没され、ついで

  昭和. 七年・月に、幼椎園令によるlll171県Ill. :li. a)認11rをi1｝て、私「、ン1粟野幼fflg園にな・/)たので

  あります・/. 、そしてllil. 和十年の四月に独立園で｝の新築が、先ほど除幕式を. i. . ∫いました⊥地に

  完成しまして、新築陣1舎移1帳のうヒj'が出・来ました。

   園1？の新築に当りましては建築の素材と瓦は現物寄附によりましたけれども、基礎ll. 1

  事、］〈. llt木挽、左官の労貰、その他詣錐費酒さかな代の・・切を吉広先生が徒i喰担になつ

  たのであります。そして当ll芋の信1瞬11イfから先生は借金参千弐1;イ1. 9された記録があt・♪ま

  す←
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   それが戦争勃発の前の年でありますからillJは挙げて非常ll芋、超Jl…常時と叫ばれる時で

  ありました。その中にあって、この山陰の…. ・寒ト牌1野で、婦人会や11f年その他のイ∫志を納

  得させて、幼filt園設立の認可を受け、独立園舎の建立などその当時としては普通では考

  えも及ばないことであります一. 1

 ・「吉広先生か終始無報酬でありました事は. 古志家の経済と御自身のお体をかけられて

  幼児教育から始められ、仏教実践婦女会、究道会、明之学舎、幼稚圃友の会と、戦前・戦

  中・戦後の不安と混乱の中を、先生の御使命感と御温情による一一一一糸乱れぬ仰指導のお陰で

  安心して乗り切らせて碩いたのでありますt

   このように先生か生命をかけてともし続けて下さった大いなるともし火を、二十八年経

  た今II更めて仰ぎまして、尊いその燈【ひ〕を今かき立てて消すことなく、私の人生に、

  私の子孫に、わが郷党の今後に伝承する. ことのみが、縁につながる私達にたた一つ残され

  た搬恩の道であると信じております。

   イSCI-1御配布致しました、1！ボ広先生の御履歴により土しても、先生が如何にひたむきな求

  道掃であられたかを誰しも思い当られるの'(ありますが、特に壁に京から昏:糧1！flこ』. i帰りに

  なってからの、二十年間は、あの御聡明な光生が求め求められて、ついに到違されました

  縄徳教の、その根イくにおかAtての、真ッ裸、素ッ裸の大解闘で、らりまして、それこそ天ド

  1照れての先生の櫓舞台を、粟野に実現されたもり. と思いよす、

   この平舞台のありソ∫をこそ、既成教P. 体願与‘こ求められ、これをお芋のありノiに願われ

  るのか先生の令体であったと思います。そしてそれは、私達は犬猫と旧く変らない動物で

  ありながら、犬猫の持たない、口恥のみの持つ人間の尊厳、その尊厳なるものを先生は大

  切に考えられまして、それを立派に育て一ヒげたいという事がt先生の念願であったと思い

  ますt. t」

 次に相沢誠氏は、その宮「恩師『吉広弥太郎先∫1孔」を想う」の中で次0)ように語っておられ

るt1少し長くなるがtJ1111させていただく

 ・「llガ［ム弥人:郎先∠1嘘Ull11県門:浦llllll！UヒIlll'粟聾｝1覧qll躯野村〕出身で、 lll拝ll三年に. それよで

 携さわっておられましたいろいろな仕〒ドを離れて郷. ll！に帰られ. その後の二. 1・年問を幼｛「t/

  11の創設と幼児の訓育、更に一方では青1. 1:年1'1女のW;神面の指導κとして全町を傾けられ

  ておりますうら、ll'i和二一1'四年三二JI . . 11'. ・Hの夕刻. 来吝と」ji活し1に［悩卒lllで倒れらil. 、

  家族の方々と、心配して刎1せつりたノ＼々の1己守る1'1七C. 二おいて六1'八;lla)人生を1'illかにIXI

  じられたのであります。」

 。「帰国の挨拶をと思い、短かい石段を登って幼稚園横に在るお宅の玄関に立ち、案内を乞

 いますと奥から先生かlllてこられたので

   t坂本誠です. ただ今帰りました
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  と申しあげると、暫らく無言で私創、レつめておられた先生が、こみあげるものを抑えるよ

  うにして

    i'あなたはなにをしに帰られたか. 1

          ふやえ
  と、立たれたまま震る声でk喝されたあと絶句されました。

   思いがけない強い調∫・の言葉に出遇い直ぐには応えようもなく、よろけそうな躯を人11

  の戸で支えながら黙・、て、ンンておりますと、溢れる涙をそのま・に坐られた先生は静かに

  言葉を継がれ

   『今、あなたの気持ちの中に自分は運よく生きて帰ったという思いがあるなら、それを

   棄てなさい、

   後輩の木本修君もIJtli川林助君も戦ウEされた。また、この他にも多くの戦友が亡くなられ

   ている、二、

           きこノ
   あなたが心に深く刻みこまなければならないことは亡:くなられた戦友の分も搬')て日

   本の復興に尽くすという決心ですgそれが、あなたが戦友を13われる真の心構えであり. 

   同時にこれからあなたか生きてゆかれる道でもある』

       さム
  と予々と訓されたのら、

                   あドノ   「あなたの留守中に」. 」母さんと次弟の明さんが亡くなっておられる、お幽1入ともあな

   たの顔が兄たかったであろうが残念なことである、、

   お家にはお父さんと弟妹達が待・jておられるt急いでお帰りなさい」

  と、せきたてられました。

   先生の言葉は胸に浸みこみました、無言のまま頭を下げて下のjt'gに降り、庭先に立って

  見送られる)1ソしの姿を背lllに感じながら二粁先きの生家に急ぎました、、

  あのときから四1. 卜年を経たノrllにおきましても、先生とのこの11∫会の・一・瞬が焼きついてお

  りますのは'自暴自棄的な心境1こ1;illって、私がこれからを誤ってはならない、という深い

  愛情のこもった㍉誕実の一撃だったからであ1. 1ましょう。あの混乱がつ・'いて前途を歩己

  失いがちであった世情の中で、私のように厳しく深い恩情て導きを受けた者か居たであろ

  うかと考え. 土すと、その. ・ドせをしみじみと想うのであります。」

 以. Lを兄て考えさせられるのであるが、先生の御人格の根幹というものは、井. LIII了博士、

木村骨脂博十、近角常観師という当時すぐれた御人格に川会われたことによって成されたとい

うことであるClそしてこのことが、先生の幼児教育・青年教tiiにおける強い生命力となって最

後まで燃え続けたのである、、
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次に、当園の強力な後援組織であった「粟野劾惟園後援会」と. 「仏教実践婦女会」の会則

を紹介するv

3. 粟野幼稚園後援会規則

       粟野幼稚園後援會規則

第一條 本會ハ粟野幼稚園保育事業ノ後援ヲナスヲ以テ1. 1的トス             、

第二條 本會ハ粟野幼稚園後援會ト搏シ事務所ヲ粟野幼｛‘ll園1人1二置ク

第三條 本會ハ本會ノH的ヲ賛助スルモノヲ以テ會員トシ、會員ハ會費トシテ年額令武闘フpU

    期二分チテ線出スルモノトス

    但會長二於テ事由アリト認メタルトキハ會費ノー一部. 若クハ全額ヲ免ズルコトアルベシ

第四條 本會ハ第一條ノLl的ヲ達成セムガタメニ左ノ事業ヲ行フ

     L・、設備完成ノ援助

     二、事業計劃二勤スル後援

     三、視察員ノ派遣

     四、基本金ノ造成

     五、其他保育上必要ト認ムルコ抑貢

第五條 本會ノ維費ハ會費及寄附金ヲ以テ之二充ツ

第六條 本會二左ノ役貝ヲ置キソノ任期ヲニヶ年トス. 、但シ1ifitttヲ妨ゲ. ズ、尚補欠ノタメ選1「:

    セラレタル役員ノ任期ハ前任者ノ幾任期闘トス

     一、 會1乏   一fXl  卓ぞ島亀ノ11;'二遅蛙トス

     ニ、幹. 肇  若十名  會工亀lllヨリ會長之ヲ嘱託ス

第七條 本會役員ノ任務左ノ如シ

     一・一t、會長ハ本會ヲ代表シ會務ヲ穂理シ會議ノ議長トナル

     ニ、幹事ハ會長ノ指揮ヲ受ケ倉務ヲ庭理ス

第八條 本會ハ常園及本會ノ功勢者ヲ以テ顧問二推ス

    顧問ハ會長ノ諮問二！ut 1ズルモノトス

節九fl条 本曾ハ毎年九J］・・日ヲ定1」トシテ繕會ヲ開ク

    但シ會長二於テ必要1・認メタル場合ハ臨時穂會ヲ開クコトアルベシ

       附   則

 本規則ハ縛會ノ決1;義ヲ終ルニアラザレバ鍵更スルコトヲ得ズ
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4. 仏教実践婦女会会則

 にの会は、幼稚園児のけ親であり、片時に家庭の中心てもある婦人は因習にとらわれす、

 呉実を求める仏教の梢神を日常の生活のsIsに生かすことか大切であると説かれる先生を中

 心にした月i［nlの集まりであるゆ

       佛教實陛婦女晴陰貝ll

      第一・章 名   穂

第一一・1蔭 本會ハ佛教實1縫婦女幹1・構ス

      第:. 二章 目    的

第二條 本會ハ教育反撃ヲ奉膿シテ佛教ノ根本精神二立脚シ女子ノ本分ヲ實幾セムコトニ精進

    スルヲ以テ目的1・. ス

      第三章 會企及甲奴レ1

第三條 本會ノll的二共鳴スル女チヲ以テ會員トシ分チテ左ノニ種トス

     ・、1睡'貝 . 一t戸ヲ代表スル婦女子ニシテ會費月額金拾五銭ヲ醸出スルモノ

     ・、准會員 正會員卜同一家庭ニアルモノニシテ會費隙出ノ義務ヲ免ズ

第四條 乍宵ノ主義二・tKt成't'ル男子ニシテ幹事長二丁テ承認シタルモノヲ聴講員トス

      第四章 総    裁

第五條 半解ハ佛教ノ信念二篤ク聖占奉告ノ志二燃工人格高潔ニシテ‘｝～識アルノ士ヲ総裁二推

    戴ス

第六條 栂裁ハ本會ノ指導縣乞督監事ジ幹曹長右1盗川二挺スルモノトス

      第. ∬1二章 事    業

第. ヒ條 本會ハソノ1. 1的ヲ遂行スルタメ左ノ事業ヲ行フ

     ・、道徳ノ短躯 實践要ロヲ撰定シ以テ自奮共鋤ノ資トス

     一. ・一議道講座毎月一回之ヲtiiiキテ佛教ノ教理並二人倫ノ研究ヲナス。尚必要二

             依り臨時講座ヲ開クコ1・アルベシ

     ・幻」児ノ保育 幼:旧恩1ヲ経響ス

     一、子弟ノ教育 毎月一回以上曇｝喉ヲ参観シテ學校トノ連絡ヲ圃リ以テ子弟ノ教育

             二型ヲ瀧ケス

     一'・、杜會奉仕 毎月. ・i隻11奉仕Hヲ定メテ奉仕作業ヲナス尚随時行フコトアルベシ

     一. ・、其｛也本宮ノllA｛J jti行」械と・. 要1・言忍メタル些拝理〔

           第六ゼ;室 . 1貨    貝

第八條 本曾二左ノ彼員ヲ置キソノ選出法次ノ如シ

     ・・Ii！i刈臼乏   . . ・名  i慰乾'二於テ曾貝亙選ス
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     一、幹 事  . 若十名  部1吝別二會員亙選ス

第ノし條 本項役員ノ任務111ノ如シ

     一. ・、幹事長  會務ヲ纏理シ會議ノ議長トーJル

'    一・・、幹 事  幹・tli・ii:ノ命ヲ受ケ會務ヲ庭理ス

第十條 本會ノ役員ノ任期ヲー. . ・ヶ年トス、但シ再選ヲ妨ゲズlll・1補欠ノタメ選fT:・ヒラレケル役員

    ハ前任者ノ風声:期間トス

第十一條 役員ハ正筆ノ1事ll「ナクシテ辞任スルコトヲ得ズ

      第七章 練   會

第十二. 條 本會ハ毎年∴l1111三月、JL j 1. hi慰會ヲ開ク＾ll［シ幹事長二於テ必要卜認メタル場含

     ハ例月講座ノ後側. 1彊」j［二之ヲ開クこ1トアルベシ

      箪八章 継   費

第十三條 本州ノ経費ハ第三條ノ會費檀弓:附金:ヲ以テあと二充ツ

      第九草 附   則

第一卜四條 本會小業幸ll行一L二関スルSllE111ハ別二之ワ定ム

第十五條 聖断則母型會ノ決議ニヨルニアラザレバ改慶スルコトヲ得ズ

 次に、粟野主婦会月例∫でで、「共生」と題してllill'話された、)1ソしの原稿を。｝し三ll肥する、これは

当時、lll「. 1県立1「ll. 1i蒐！lj等女学校に在学111の、御息女吉広lll弥1'・氏に、お【:∫さんの占広ユワさん

から送られたものである。
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 おわりに

 lli'Mlli2年2J/tlOll、吉11:弥太郎先生の「頬

徳碑」が、顕彰会(代矧く本｛il憾氏)のづ＆起

によって. II稗1野幼稚1;ll跡地に建設さJl「L、そ

の除嘉葦式が盛ノくにT 1＝われた、t

 噸徳碑」には、1'物は心を以て受くべ1ノ

法は身を以て受くべ1. . 」と、光生のおことば

ガ刻まれている。略歴にもあるように、先生

は今から38年前、昭和24年2∫j21日、その68

年の全生涯を静かに閉じられたのであるit
(昭和52年2月健立)

〔付 記〕

 著諜  「信ずる上まを愛1巳に」
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